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問１（PCの管理） 
設問１ ａ．ウ ｂ．イ

Ｊ社の台帳には、表１で示す PC の情報
が一覧形式で記入されているため、PCごと
に OS の種類とメモリの容量がすぐに分か
る。したがって、特定のアプリケーション

ソフトに対応している PC かどうかは適切
な更新がなされている台帳を見ることによ

って特定することができる。 
 ただし、ウイルス対策ソフトのパターン

ファイルは社員によって更新されているた

め、台帳の情報だけでは把握できず、PCを
直接確認しなければならない。 
設問２ イ・エ・オ

イ＝〔収集可能な PC の情報〕の（２）の
うち、「ウイルス対策ソフトのパターンファ

イルのバージョン」を参照。 
エ＝〔収集可能な PC の情報〕の（２）の
うち、「インストールされているアプリケー

ションソフトの種類とバージョン」を参照。 
オ＝ハードウェアの情報は、構成管理ツー

ルにおける管理者の画面で一覧および個々

の情報を表示できる。 
設問３ 
ｃ．ウ ｄ．ア ｅ．キ ｆ．オ ｇ．イ

ｃ＝管理者の権限でアプリケーションソフ

トをインストールできる。 
ｄ＝社員の業務に支障が出ない範囲で出力

を制限する。 
ｅ＝γ2.0 へのアップグレードとセキュリ
ティソフトのインストールができるのは、

PC の情報一覧より製品Ｄだけだと分かる。
製品ＢはCPUクロック数が1.2GHzのため

γ2.0をインストールできないことに注意。 
ｆ．ハードウェア要件を満たす製品Ｃの OS
はα2.0であるため、γへのアップグレード
はできない（表１の注）。そこで、γ2.0 を
新規にインストールする。 
ｇ．製品ＡおよびＢはハードウェア要件を

満たしていないので、買い替えが必要であ

る。 
問２（バックアップ運用） 
設問１ ａ．ア ｂ．イ ｃ．ウ 

ｄ．ア ｅ．ア ｆ．イ

方式２と方式３の違いに注意し、バックア

ップの時間を考える。 
設問２ ｇ．イ ｈ．ク ｉ．オ ｊ．ア

木曜日の業務時間中にハードディスクの故

障が発生したことから、前日（水曜日）の

バックアップまでしか残っていない。 
ｇ．組合せ１はすべて方式１でバックアッ

プすることから、水曜日②（Ｂ）の磁気テ

ープがあればよい。 
ｈ．組合せ２では平日に前回バックアップ

からの変更をバックアップするので、例え

ば水曜日の状態まで回復するには火曜日の

磁気テープが必要になる。また、火曜日の

状態まで回復するには月曜日の磁気テープ

が必要になる。……という点に注意。 
ｉ．前週の金曜日に方式１で全バックアッ

プした磁気テープと前日の水曜日に方式２

で差分バックアップした磁気テープがあれ

ばよい。 
ｊ．回復までの所要時間を短くするには、

バックアップの時間がかかることは犠牲に

しても、組合せ１がよい。 


